
事業継続に支障がおきないよう準備しよう！
■ 以下のチェック項目や空欄を検討することにより、コロナ感染症対策としての事業

継続計画の基本要素が作成できます（業種･業態により加除して下さい）。
■ BCP策定までに至らなくても、以下についてあらかじめ確認・整理し、事業継続に

向けた準備をしておくことが重要です。

■ 基本方針を決める

① 体制を決める
■ 統括責任者 〔 〕
■ 代理責任者①〔 〕
■ 代理責任者②〔 〕

□ 経営を維持する
□ 顧客の信用を守る
□ 供給責任を果たす
□ 従業員の雇用を守る
□そのほか〔 〕
■優先的に継続させる商品やサービスを決める

② 感染予防対応を検討する

③ 事業継続対応を検討する

・発生前に起こりうることを考える
□ 罹患等による従業員の出勤停止
□ 罹患等した従業員の濃厚接触者の出勤停止
□ 取引先の事業停止等による部品・原材料など仕入れの

調達困難
□ 自社の事業活動の停止
□ 運転資金の枯渇
□ そのほか〔 〕

■ 日常的な従業員の体調などの確認方法
〔 〕

■ 感染リスクの低減に向けたテレワーク、時差出勤など
勤務体制、職場における消毒の実施など
〔 〕

■ 感染が確認された従業員の状況確認のルール・手段
〔 〕

■ 感染者が出た際の消毒、濃厚接触者への対応方法
〔 〕

■ 感染者等の職場復帰のルール
〔 〕

■ 事業停止時等における顧客や取引先などへの情報発
信・情報収集
〔 〕

□ そのほか〔 〕

■ 出勤停止等従業員の業務引継ぎ・代替方法
(外部からの確保を含む)

〔 〕
■ 部品・原材料等仕入れの代替手段
〔 〕

■ サービス形態の変更
〔 〕

■ 運転資金の把握・確保
〔 〕

□ そのほか〔 〕

・発生前・発生時の対策を考える


